
株式会社　白銀カルチャー （新潟県新潟市）

①自動操舵システム ②GPSガイダンスシステム ③自動運転トラクタ ④リモートセンシング
⑤水管理システム ⑥農業用ドローン ⑦食味・収量コンバイン ⑧可変施肥ブロードキャスタ

導入技術

水稲の労働時間削減、大豆の労働時間削減、枝豆の作付面積及び売上高の増加目　　標
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事業終了後の普及のための取組
○報道関係者への公開実演や、講演、セミナー、動画配信サービスでスマート農業活用ノウハウ等を情報発信していく。
○県普及員、（株）白銀カルチャー、クボタグループ等が地域の農業現場への普及拡大に向けて取り組んでいく。
○新潟県、新潟市の補助事業により、スマート農機導入経費の負担軽減を図る。
○スマート農業技術やデータを有効活用し、安定経営ができる人材を育成するため、webセミナーを開催する。

導入技術の効果

●積水化学工業製の遠隔操作型自動給水栓を設置した圃場25
か所では、給水栓操作回数を81％削減。

●DJI製ドローン2機の編隊自動航行による農薬散布では、作業
時間は従来の作業と比較し、大豆の病害防除では78％削減、
水稲の追肥では76％削減。

●ニコントリンブル製の自動操舵システム１台を現在利用してい
るトラクタ2台と田植機1台に載せ替えて利用。田植えの作業時
間は慣行と比較して7％削減するとともに組み作業人数を削減。

●クボタ製自動運転トラクタによる耕うんと自動操舵システム
付きトラクタによる大豆播種の同時作業は慣行と比較して延
べ作業時間を66％削減。

実証成果

大規模水田輪作（水稲・大豆）における園芸作物（枝豆）導入に向けたスマート農業
一貫体系の実証

実証課題名

106.4ha（うち、水稲46.3ha、大豆40.4ha、大麦10.3ha、枝豆8.1ha（枝豆後1.5haカリフ
ラワー）、さといも0.4ha、その他0.9ha） うち実証面積：水稲27ha、大豆40ha、枝豆5ha

経 営 概 要

〇　水稲の10a当たり労働時間は、北陸平均値マイナス62％（20.50時間→7.86時間）、目標達成
〇　大豆の10a当たり労働時間は、北陸平均値マイナス32％（7.90時間→5.34時間）、目標を9割以上達成
〇　枝豆の作付面積は、H30年実績値の2倍以上（329a→832a）、目標達成
○　枝豆の売上高は、H30年実績値プラス46％（8,391千円→12,251千円）、目標達成

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 新潟市　農林水産部　農林政策課（e-mail：nosei@city.niigata.lg.jp）

関連動画↓
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（農）茶夢茶夢ランド菅山園ほか （静岡県牧之原市、島田市）

①作業記録ツール　②リモートセンシング　③茶生育ステージのＡＩ解析技術
④自動操縦支援システム など

導入技術

○作業記録ツール等の導入による作業の効率化により、作業時間を25％削減
○茶生育ステージのAI 解析技術等の導入による適期摘採により荒茶販売額を10％拡大

目　　標
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○茶園別の作業時間データに基づいて10a当たりの収益性が低い茶園については、作業時間が多い要因等を分析し、
作業方法の見直しや茶園改良等の改善に取り組むことで作業時間の削減を図る。さらに、販売先との連携を強化し、
荒茶販売額の向上に取り組む。

○スマート農業技術の導入効果に比べて導入コストが大幅に高いため、フィールドカメラの導入台数の絞り込みや自動
防除操縦システムを装備した防除機の共同利用などに取り組むことで、導入効果の最大化を図る。

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●防除履歴のデータを茶生産データ管理システムに連携するこ
とで、防除履歴の記帳・確認等に要する作業時間を最大43％
削減

●フィールドカメラを設置することで、茶園の見回りや観察に要
する時間を最大39％削減

実証成果

LoRaを活用した茶園ネットワークの形成による、分散茶園の省力管理と茶工場の
品質コントロールを核とした、茶業経営一貫技術体系の実証

実証課題名

茶155ha（３法人） うち実証面積：茶127ha（３法人）経 営 概 要

〇10a当たりの作業時間については、２法人で慣行に比べて24％～38％削減した。
　（１法人は、コロナ禍の影響による事務処理によりやや増加 ）
〇10a当たりの荒茶販売額については、１法人で荒茶生産量の増加により、８％増加した。　
　（２法人は、コロナ禍の影響による荒茶価格低迷により生産量を抑制したため、低下した。）

目標に対する達成状況1
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3

問い合わせ先 静岡県経済産業部お茶振興課　（e-mail：ocha-shinko@pref.shizuoka.lg.jp）

●ドローンによる空撮、ＲＧＢ解析することで、病害虫（ナガチャ
コガネ）の園内被害箇所を特定
●局所的に防除することで、防除面積を17％削減、作業時間を28％削減

●乗用型防除機自動防除操縦システムを装備した乗用型防除
機を導入することで、手作業で行う動力噴霧器と比べて防除
に要する年間作業時間を52％削減
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